
旧東川駅跡再開発プロジェクト基本構想策定等懇談会（第２回）次第 

 

日時：令和７年７月 18日（金）９：30～ 

                 場所：東川町複合交流施設せんとぴゅあⅠ  

コミュニティホール 

 

１ 開 会 

 

２ 挨 拶 

 

３ 懇談事項（グループワーク） 

 １）自分たちの取組における課題（自分たちで解決すべき課題） 

 ２）本プロジェクトによって解決すべき問題、課題（やるべきこと）、導入機能（手

法）、織田コレクションなどの町の資源の活用 

 

４ その他 

 

５ 閉 会 

 

※次回懇談会：８月 20 日（水）13：30～ 東川町農村環境改善センターホール 

 

 配付資料  

【資料１】旧東川駅跡再開発プロジェクト基本構想策定等懇談会第２回グループワーク資料 

【資料２】第１回懇談会グループワークまとめ 

【資料３】第１回懇談会グループワーク運営資料 
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旧東川駅跡再開発プロジェクト基本構想策定等懇談会
第２回グループワーク資料
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１．第２回策定委員会に向けたお願い事項

• 前回配布の各種資料、ワークショップ運営資料等をご参照の上、下記の準備をお願いいたします。

事前準備としてお願いしたいこと

⚫前回配布の各種資料、ワークショップ運営資料等を確認ください。

⚫下記の資料などを参考に、今回配布の【資料２】第１回懇談会グループワークまとめ中、

所属する班の③テーマB「自分たちの課題（自分たちが主導して解決すべきこと）」につい

て、各団体に持ち帰って再度検討いただき、問題、課題、理想的な状態について、適宜項

目の追加や整理をお願いいたします。

➢ 今回配布【資料３】第１回懇談会グループワーク運営資料

➢ 前回配布資料（特に【資料８】東川町まちづくりブック2024）

➢ 各団体の事業計画 など

⚫整理いただくにあたっては、所属団体の方、あるいは町民の方とご相談いただいても結構です。
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２．第２回策定委員会 実施概要

• ワークショップを含め、所要時間は180分程度を想定します。

1. 町長挨拶

2. ワークショップ

• グループに分かれて検討を実施。（前回と同様の班分けを想定。住民、農・商、
観光・交通・社会福祉・建設、木工・林業、教育・児童福祉）

• 前回ワークの内容について、各自の追加検討結果を班内で共有。その後、全体に
向けての発表を行う。

• ねらい、基本理念、機能についてのグループワークを行う。（皆さんの団体の問題に
対して、本プロジェクト／織田コレクションなどの町の資源を活用してどのように解決
できるか深堀りする。（問題、課題（やるべきこと）、導入機能（手法））

3. 事務連絡

4. 町長挨拶

議事次第
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（再掲）令和7年度策定スケジュール（案）

• 特に第4回までについて、議論円滑化のためワークショップ形式の導入を積極的に検討します。

• 検討の前提として、駅跡再開発のねらいや懇談会の役割・ゴールについて共通認識を醸成する。
• ワークショップ形式での議論の導入を想定する。

第1回

• 前回ワークショップテーマ、②自らの取組における課題として認識／取り組んでいることをグループ
ワーク内でブラッシュアップし、全体共有を行う。

• 各団体の問題に対して、本プロジェクトによって解決すべき問題、課題（やるべきこと）、導入機
能（手法）、織田コレクションなどの町の資源の活用について検討する。

第2回

• 第2回で共有した、特に町の課題（駅跡再開発を通じて解決すべき課題）に対応する場をつ
くるうえで何をすべきか、織田コレクション等の地域資源をどのように活用可能かを検討する。

• ワークショップ形式での議論の導入を想定する。
第3回

• 構想原案（面積／概算事業費）等の情報を示したうえで、第3回で検討した内容をブラッシュ
アップする。

• ワークショップ形式での議論の導入を想定する。
第4回

• 議会説明、住民説明、パブリックコメントなどを経て、最終的にまとめた構想案を提示し、意見交
換を行う。

第5回

懇談会スケジュール（案）
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3. グループワークのねらい

• 第１回の結果を踏まえ、第２回、３回のグループワークにおいて、町の「理想的な状態」実現に寄与する、駅跡再開発のねらい・基本理念・機
能を検討いただくことを想定します。

「問題」
現在の「問題を抱えている状態」

「課題」
「理想的な状態」と問題のギャップを

埋めるためにやるべきこと

理想的な状態
10年後、問題が解決されている状態

「ねらい」
再開発の考え方

「基本理念」
問題解決に向けた考え方

「機能」
課題解決のため駅跡で
取り組んでいくべきこと

第1・２回

第2・3回

一連の流れとして検討

一連の流れとして検討

課題解決につながる機能を考える

理想的な状態の実現につながる
ねらいを考える
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4. グループワークにおける基本的な考え方

1. グループワーク ４～５名

2. ①テーマ、②時間、③ルールなどの説明を受ける。

3. 開始が告げられたら、グループメンバー間で簡単な挨拶。

4. グループメンバーの中から、役割分担とスケジュールを決
める。

次の役割は最低限必要

進行役（ファシリテーター）

時間係（タイムキーパー）

記録係

発表係 ※発表が必要な時

4. ディスカッションを行い、グループの意見をまとめる。

5. 発表する（発表者を決めておく）。



7

５.グループについて
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0資料２

第１回懇談会グループワークまとめ
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1

「まちづくりの課題（協働で取り組み解決すること）」
② テーマA



2

「問題」
現在の「問題を抱えている状態」

「課題」
「理想的な状態」と問題のギャップを

埋めるためにやるべきこと

理想的な状態
10年後、問題が解決されている状態

多様な考え方

町内での
コミュニケーション不足

住民間の関係性

感覚の違い

振興会の正統化
町内会の無関心

担い手不足

行政区に入らない人

役員のなりて不足

高齢者比率の増加

多様なニーズ

沿道の手入れをする人がい
なく、見苦しい部分あり

ゴミ処理マナー問題

町がしていることを
町民が知らない

町内移動問題

公共交通の便が悪い

高齢者の交通手段問題

移住者、定住者との
連携、協力

ゴミ処理に対する問題

住民問題、宅地増加

地域の環境美化
（草刈、花壇）

ふれあいまつり

産業振興を
魅力があるものに

みまもり力～

遊水公園まつり

行政区対抗の運動会

公共交通の整備

子どもの居場所つくり

住民への細かな説明

①住民
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小学生と中学生の差

「問題」
現在の「問題を抱えている状態」

「課題」
「理想的な状態」と問題のギャップを

埋めるためにやるべきこと

理想的な状態
10年後、問題が解決されている状態

老人に対する
コミュニティ不足

交通機関の減少 人口増加

子どもが帰ってきやすい町

既存産業の
ボトムアップ

老人の学び場

校舎の使い方の工夫
専門学校に
老人も通える

②商工、農業



4

「問題」
現在の「問題を抱えている状態」

「課題」
「理想的な状態」と問題のギャップを

埋めるためにやるべきこと

理想的な状態
10年後、問題が解決されている状態

幼児センター規模

町内会行事に
参加が少ない

キョクイチに出荷
（市場）

専門教育（写真、木工）
の拡充

営業時間が短い

宿が町内にない

子ども達への
ふるさと教育

アパートの人に
理解してもらう

町内野菜の販売場

夜のタクシー送迎

滞在する場の充実

帰りたくなる町に
応援したくなる町に

営業時間変更

町内にいつでも買える場が
あれば

③観光、社会福祉、建設業、交通
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「問題」
現在の「問題を抱えている状態」

「課題」
「理想的な状態」と問題のギャップを

埋めるためにやるべきこと

理想的な状態
10年後、問題が解決されている状態

エネルギー

子供の
安心できる場所

物価が高い

教育

子供の遊び場

タクシー会社

交通インフラ

雪ハネ

人口減少

医療

税金

文化

伝承

町内交通手段

アクセス問題対策

幼稚園を増やす

子供たちのための教育で
アート・音楽環境の不足

高齢者にとっての
快適な環境の提供

自然への感謝

ランチ難民対策

中心部と地方の差

適疎

東川中心部への
夜の移動手段を確保

アクセス

IPAD使って視力低下
字が書けない

運動不足

地方部分と
中心のサービスの差

ワークショップ

住みやすくなると人口が増
え、問題が増える

人口増加…騒音
（住宅と事業者）

ももんがパンク

移動が不便

休日の人口増

理想的な状態が
まちまち

コンサートホール、キッズアー
トミュージアムとスクールの

設置

アナログな町

自然残す

人口増

事業継承

自給自足

親も子も安心な町

年配と若者の価値観が
あってくる

若い人の増加
仕事づくり

てきそな町

車社会へ頼らない

個人タクシーの許可

自然との関わりを持てる
清潔でat homeな施設の

建設

④木工・林業
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「問題」
現在の「問題を抱えている状態」

「課題」
「理想的な状態」と問題のギャップを

埋めるためにやるべきこと

理想的な状態
10年後、問題が解決されている状態

世帯多様化

写真 のアピールしてるが、
伝わってるのか？

外国人が当たり前の地域

開発のコントロール

高齢者増加 高齢者の足問題 交通普段をもっと増やす

空地住宅の対応

安心して住むことのできる
住宅

学びに対する
多様な選択肢

車に依存しない生活
（高齢化）

まちのユニークな人

まちの人（子供）

⇔

（マッチング）

⑤学校・教育・民生/児童福祉
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「自分たちの課題（自分たちが主導して解決すべきこと）」
③ テーマＢ
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「問題」
現在の「問題を抱えている状態」

「課題」
「理想的な状態」と問題のギャップを

埋めるためにやるべきこと

理想的な状態
10年後、問題が解決されている状態

イベント参加者問題

自治振興会の意味

教員の働き方改革 役員の高齢化

若い人が参加しない
（少ない）

留学生・高校生の
ボランティア活動参加

地域間での
コミュニティづくり

様々なイベントを企画して
参加してもらう

情報発信の仕方

見まもりカーを続けるために
何をしらた良いか考える

①住民
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「問題」
現在の「問題を抱えている状態」

「課題」
「理想的な状態」と問題のギャップを

埋めるためにやるべきこと

理想的な状態
10年後、問題が解決されている状態

回遊性不足

スキルUP（学び場）が
町内にない

個店の魅力足りない

農産物を買う場所がない

車川の地場の農産物を
食べられる場所がない

家具の良さがわかりにくい マンネリ化する

HUC事業

施設の役割 電車のカフェ利用

来客数の増大

店の魅力UP

ここにしかない
商品の開発

会員交流会・勉強会

観光客と話す
個店のこだわりを伝える

顧客目線で考える

生産者と消費者の
結びつきを考える

家具を使う場がある
カフェ？

行く度に
違うことをやっている

事業者等 増

木材文化、家具で
長く大切に使う文化を作る

町内を自ずと回遊し、
全体として繁盛している

「東川」そのものを
具体的に商品にいかす

家具等の購買意欲UP

地産地消で東川住民が
喜べる場ができる

人間性が伝わることで
リピーターを獲得

②商工、農業
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「問題」
現在の「問題を抱えている状態」

「課題」
「理想的な状態」と問題のギャップを

埋めるためにやるべきこと

理想的な状態
10年後、問題が解決されている状態

インバウンド問題

オーバーツーリズム

介護人材不足

多言語対応

宿の充実

駐車場の拡張

福専の卒業生が
介護人として東川町で働く

③観光、社会福祉、建設業、交通
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「問題」
現在の「問題を抱えている状態」

「課題」
「理想的な状態」と問題のギャップを

埋めるためにやるべきこと

理想的な状態
10年後、問題が解決されている状態

モノよりコト消費傾向

人手不足
若い人

売上不足

技術の継承

連携不足

暮らしの道具への価値
理解

地域資源の付加価値が
低い。高く求められない

理想に対する考えが
バラバラ

地元も木材の利用

旭川家具
ブランディング

そもそも家具いる？
必要？

町民の理解
山に対する

良いものづくり

家具の文化

家具木工の価値

若い人材

職人の育成

杜を残す

森を育てる
植林

家具産業が地域よりも
外に向かっていた

自然豊かだけど、
触れることが少ない

都会ベースの収入では住み
やすい町だけど、ローカル収
入では物価が高い…住み

辛い

家具産業は政治力が
弱いのか？

賃金が低い

建築・土木は予算が
たくさん

山奥から木材を出せない

旭川家具の認知を
高める

新たな作り手を

環境を持続

自然を大切にする人を
育む

働く場所の継続や新規

地域の人々に
旭川家具をアピール

木工・家具業界の
販路・ターゲットの開拓

●●●
木工業界の展示、表現を

どうあるべきか

永く使えるものづくり

家具高い

家具の価値を伝え、
値段を上げる

若手職人の増加

町民が東川町で
家具を買う

10年後、全員が全ての
問題・課題が無いこと！
でも常に問題は生まれる

建築・土木と同様に
予算をとってもらう

デジタル化

家具に十分な予算を
付ける

④木工・林業
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「問題」
現在の「問題を抱えている状態」

「課題」
「理想的な状態」と問題のギャップを

埋めるためにやるべきこと

理想的な状態
10年後、問題が解決されている状態

報酬・待遇

労働時間

安定した生徒数の確保

成り手不足

入学者低下→学校廃校

教育に必要な人数増

公教育・公福祉
⇩

共教育・共福祉

学び力維持

子供がいっぱいいても
生活がイメージできる

新たな魅力をつくるよ

共助・共同体として
機能

⑤学校・教育・民生/児童福祉
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1

グループディスカッションの目的

「問題」
現在の「問題を抱えている状態」

「課題」
「理想的な状態」と問題のギャップを

埋めるためにやるべきこと

理想的な状態
10年後、問題が解決されている状態

「ねらい」
再開発の考え方

「基本理念」
問題解決に向けた考え方

「機能」
課題に取り組むため駅跡で取り組んでいく

べきこと

第1回・第2回

第2回・第3回

町の「理想的な状態」実現に寄与する
駅跡再開発のねらい・

基本理念・機能を考える

一連の流れとして検討

課題解決につながる機能を考え
る

理想的な状態の実現につながる
ねらいを考える

一連の流れとして検討
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グループ・ディスカッション

グループワークとワークショップは、どちらもグループで行
う活動であるが、目的や活動内容に違いがありる。

グループワークは、与えられた課題に対してグループで結論
や成果を導き出すことが目的で、参加者同士の協力やコミュ
ニケーションを重視。

ワークショップは、参加者が主体的に学びやスキルを習得す
ることを目的とし、実践的な活動やディスカッションを通し
て学びを深める。
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①「参加」積極的、主体的に参加しよう

②「尊重」お互いを尊重し、傾聴しよう

③「守秘」個人的な情報は外に持ち出さない

④「時間」時間を守ろう

基本ルール



4

基本ルール

➢ 参加人数 ５名〜６名

➢ テーマ、②時間、③ルールなどの説明を受ける。

➢ 開始が告げられたら、グループメンバー間で簡単な挨拶。

➢ グループメンバーの中から、役割分担とスケジュールを

決める。

次の役割は最低限必要

進行役（ファシリテーター）

時間係（タイムキーパー）

記録係

発表係 ※発表が必要な時

➢ ディスカッションを行い、グループの意見をまとめる。

➢ 発表する場合は、（発表者を決めておく）。

進め方
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「問題」と「課題」
の違いを説明してください。

① アイスブレイク
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① アイスブレイク
1. 「問題」と「課題」の違いを確認しましょう。

「問題」の意味

→ 

「課題」の意味

→ 

「問題」と「課題」違いを確認しましょう。

→
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「問題」とは、目標である未来の「理想的な状態」との間にギャップ

が発生している、現在の「問題を抱えている状態」

「問題」の所在はあくまでも現状の中にある。

「課題」とは、目標である「理想的な状態」と問題を抱える

状態のギャップを埋めるためにやるべきこと。
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「社会問題」と「社会課題」
意味の違いを確認する
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9

① アイスブレイク
2.「社会問題」と「社会課題」の意味を確認しましょう。

「社会問題」の意味

→ 

「社会課題」の意味

→
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社会問題とは
「社会問題」とは、できるだけ早い解決が望まれる社
会的な問題を指す。
既に影響が出ていることや、このまま進んだら影響が
大きくなると予想されることが当てはまる。

社会課題とは
「社会課題」とは、社会全体でこれから解決していく
べき課題のこと。

社会：世界レベルのことから、国や地域、家庭の中の
ことまで様々。
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どんな「社会問題」
があるか考えてみよう！
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① アイスブレイク
3. どのような社会問題があるか、５つ以上集めてくだ
さい。

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦
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気候変動
戦争
難民
教育
貧困
食料
児童労働
感染症
ジェンダー平等
エネルギー

少子高齢化
介護
長時間労働
東京一極集中・消滅可能都市
食品ロス
デジタル・ディバイト
社会インフラの老朽化
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様々な「問題」をみなさんと確認し、

「理想的な状態」を実現するために、
「課題」＝「問題」を解決するためにやるべ
きことを明確にし、以下の①〜⑤を検討する。

① 協働しながらやるべきこと
② 旧東川駅跡プロジェクトでやるべきこと
③ 各自・各団体が主体的にやるべきこと
④ 既存の事業や公共施設でやるべきこと
⑤ その他

グループディスカッションの目的
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「東川町まちづくりブック2024」や各団体の事業計画などをも
とに、東川町や上川地域などで抱えている問題、課題などをワ
ークシートに抽出してください。

① ワークシートに記載、ポストイット転記するようにして、
「課題」について５個以上書き出す。
→ 個人ワーク〜共有する １０分間（個人5分・共有5分）

② 次に、「問題」について５個以上書き出す。
→ 個人ワーク〜共有する １０分間（個人5分・共有5分）

③ 「問題」が解決され「理想的な状態」になっているかを確認
する。「理想的な状態」になっていなければ、「新たな課
題」を加えていく。「理想的な状態」に付け加えるのも可。
→ 10分間 デスカッション

② テーマA 30分
「まちづくりの課題（協働で取り組み解決すること）」
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② テーマA 30分
「まちづくりの課題（協働で取り組み解決すること）」

• 東川らしい地域コミュニティを考えよう
• 東川の子どもたちが帰ってくることのできるまちづくり
• 魅力ある産業の振興と地域内外の協働・共創
• 生活の足となる総合的な交通対策
• 子どもたちの未来と高齢者等が安心できる暮らし
• 大雪山と市街地の魅力を生かす観光産業
• 大雪山の恵みを守り、豊かな暮らしを実現するまちづくり

「新まちづくり計画2024」より（町全体の課題）

• 文化を「体験できる」場の拡充
• 歴史を伝承する取組の拡充
• 町民が地域の産業を身近に感じられる場づくり
• 地域の産業の育成
• すべての人が地域の活動に参加できる場づくり
• 官民が協働・共創するまちづくりの実現
• 歩くことを楽しめる／移動しやすい市街地整備
• 豊かな自然の恵みを感じられる仕掛けづくり
• 滞在する場の充実
• 多様な生き方の実現
• 景観を守る取組の継続
• すべての年代における学びの場の充実

「ひがしかわ価値創造計画」より（中心市街地の課題）

• 先人が地域を思い築いてきた町づくりに対する敬意を持ち、多様な価
値観を持つ人が互いを尊重しながら暮らすことのできる世界に開かれ
た適疎な町。

• 現在の人口と同程度の８千人台の住民数を維持しながら、日常生活に
おいて幸福が実感できる、豊かな暮らしを共に育みながらまちづくり
に取り組んでいる。

• 「地域の特色と多様なつながりにより経済的な豊かさの創出」
• 「多様な学びを実現し人や社会とのつながりの中でいつまでも自分ら

しく安心して暮らせる環境の形成」
• 「自然と共生した美しい景観の保全、多様な価値観を持つ人が共生す

る活力ある地域コミュニティづくり」
「新まちづくり計画2024」より（町全体の課題）

• 一人ひとりの個性が尊重され、官民が協働する開かれたまちづくり
• 豊かな自然の恵みが感じられる仕掛けづくり
• 移動しやすく、歩くこと等を楽しめる、回遊性の高い市街地づくり
• 町の産業の魅力を学ぶ・体験できる場、発信することができる場づく

り
• 町の歴史と文化に触れる場・機会づくり
• 自然景観と調和する美しい街並みを育てる取組の継続

「ひがしかわ価値創造計画」より（中心市街地の課題）

「問題」
現在の「問題を抱えている状態」

「課題」
「理想的な状態」と問題のギャップを

埋めるためにやるべきこと

理想的な状態
10年後、問題が解決されている状態

1.人口
• 高齢者比率の増加、少子化
• 若者の世代の転出

2.経済・雇用
• 基幹産業の停滞
• 後継者・担い手不足
• 経済格差

3.教育・子育て
• 子育て世代の増加・多様なニーズの顕在化

4.福祉・医療
• 介護人材不足

5.環境・インフラ
• 老朽化リスク
• 町内移動手段の不足

6.地域コミュニティ
• 自治振興会・町内会の希薄化・担い手不足
• 多様な価値観を持つ住民の増加

７.その他
• 地球温暖化
• 過疎化・限界集落

ワークシートに記載、ポストイット転記する
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③ テーマB 30分
「自分たちの課題（自分たちが主導して解決すべきこと）」

「東川町まちづくりブック2024」や各団体の事業計画などをも
とに、東川町や上川地域などで抱えている問題、課題などをワ
ークシートに抽出してください。
①ワークシートに記載、ポストイット転記するようにして、

「課題」について５個以上書き出す。
→ 個人ワーク〜共有する １０分間（個人5分・共有5分）

② 次に、「問題」について５個以上書き出す。
→ 個人ワーク〜共有する １０分間（個人5分・共有5分）

③ 「問題」が解決され「理想的な状態」になっているかを確認
する。「理想的な状態」になっていなければ、「新たな課
題」を加えていく。「理想的な状態」に付け加えるのも可。
→ 10分間 デスカッション
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③ テーマB 30分
「自分たちの課題（自分たちが主導して解決すべきこと）」

• 東川らしい地域コミュニティを考えよう
• 東川の子どもたちが帰ってくることのできるまちづくり
• 魅力ある産業の振興と地域内外の協働・共創
• 生活の足となる総合的な交通対策
• 子どもたちの未来と高齢者等が安心できる暮らし
• 大雪山と市街地の魅力を生かす観光産業
• 大雪山の恵みを守り、豊かな暮らしを実現するまちづくり

「新まちづくり計画2024」より（町全体の課題）

• 文化を「体験できる」場の拡充
• 歴史を伝承する取組の拡充
• 町民が地域の産業を身近に感じられる場づくり
• 地域の産業の育成
• すべての人が地域の活動に参加できる場づくり
• 官民が協働・共創するまちづくりの実現
• 歩くことを楽しめる／移動しやすい市街地整備
• 豊かな自然の恵みを感じられる仕掛けづくり
• 滞在する場の充実
• 多様な生き方の実現
• 景観を守る取組の継続
• すべての年代における学びの場の充実

「ひがしかわ価値創造計画」より（中心市街地の課題）

• 先人が地域を思い築いてきた町づくりに対する敬意を持ち、多様な価
値観を持つ人が互いを尊重しながら暮らすことのできる世界に開かれ
た適疎な町。

• 現在の人口と同程度の８千人台の住民数を維持しながら、日常生活に
おいて幸福が実感できる、豊かな暮らしを共に育みながらまちづくり
に取り組んでいる。

• 「地域の特色と多様なつながりにより経済的な豊かさの創出」
• 「多様な学びを実現し人や社会とのつながりの中でいつまでも自分ら

しく安心して暮らせる環境の形成」
• 「自然と共生した美しい景観の保全、多様な価値観を持つ人が共生す

る活力ある地域コミュニティづくり」
「新まちづくり計画2024」より（町全体の課題）

• 一人ひとりの個性が尊重され、官民が協働する開かれたまちづくり
• 豊かな自然の恵みが感じられる仕掛けづくり
• 移動しやすく、歩くこと等を楽しめる、回遊性の高い市街地づくり
• 町の産業の魅力を学ぶ・体験できる場、発信することができる場づく

り
• 町の歴史と文化に触れる場・機会づくり
• 自然景観と調和する美しい街並みを育てる取組の継続

「ひがしかわ価値創造計画」より（中心市街地の課題）

「問題」
現在の「問題を抱えている状態」

「課題」
「理想的な状態」と問題のギャップを

埋めるためにやるべきこと

理想的な状態
10年後、問題が解決されている状態

1.人口
• 高齢者比率の増加、少子化
• 若者の世代の転出

2.経済・雇用
• 基幹産業の停滞
• 後継者・担い手不足
• 経済格差

3.教育・子育て
• 子育て世代の増加・多様なニーズの顕在化

4.福祉・医療
• 介護人材不足

5.環境・インフラ
• 老朽化リスク
• 町内移動手段の不足

6.地域コミュニティ
• 自治振興会・町内会の希薄化・担い手不足
• 多様な価値観を持つ住民の増加

７.その他
• 地球温暖化
• 過疎化・限界集落

ワークシートに記載、ポストイット転記する
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第２回懇談会グループワーク

グループワークの進め方

資料４
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1. 実施の趣旨・目的

• 本日は3つのテーマについて意見交換をしていただきます。

• グループワークとは、一方的な説明などではなく、参加者全員が自ら参加して、共に何かを学びあったり創り出したりす
る検討の一つのスタイルを指します。

• 将来のまちづくりを考える場であることを念頭におき、以下のルールを意識しながら進行いただければ幸いです。

今回のワークの趣旨・目的

• グループに分かれて検討を実施。（前回と同様の班分けを想定。住民、農・商、観光・交通・社会福祉・
建設、木工・林業、教育・児童福祉）

• 前回ワークの内容について、各自の追加検討結果を班内で共有。その後、全体に向けての発表を行う。

• 皆さんの団体の問題に対して、本プロジェクト／織田コレクションなどの町の資源を活用してどのように解決
できるか深堀りすることで、基本理念、機能についての検討に結びつける。

◎ 顕在・潜在する問題 → 課題（やるべきことを明確化）→ 導入機能（手法）によって解決

ワークショップのルール
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2. グループワークの準備

• まず、グループメンバー間で簡単な挨拶を行ってください。

• 次に、グループメンバー間の役割分担と、おおまかなスケジュール（細かな時間配分や1人当たりの発言時間の目安な
ど）を決めてください。

挨拶・役割決めの実施概要

実施事項

⚫ グループワークの開始が告げられたら、グループメンバー間で簡単な挨拶を行ってください。

役割決め

挨拶

手順

⚫ グループメンバー間の役割分担と、おおまかなスケジュール（細かな時間配分や1人当た
りの発言時間の目安など）を決めてください。

⚫ 役割はおおよそ以下を想定しますが、必要があれば他の係を設けても構いません。

進行役 各グループの意見交換の司会進行を行います。

時間係 スケジュール通りに議事が進行するよう、時計を見ながら時間管理を行います。（議事が
時間を超過しそうになった場合は、「残り●分です」と周知するなど）

記録係 発表等に備え、議事をメモします。各グループに配布された模造紙を活用ください。

発表係 各グループの意見を整理し、発表を行います。
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休憩 15分

3. 本日のタイムスケジュール

• 本日の進め方は、以下をイメージしています（時間配分は目安です。実際の意見交換の状況を踏まえながら、事務
局から適宜次のワークに移るタイミング等をご案内します）。

• 各グループに、事務局、役場職員を配します。ワークに関する内容や運営について適宜相談してください。

全体説明
（10分）

⚫ あらかじめグループに分かれて着席

⚫ グループワークの趣旨や進め方を説明

ワーク２
（60分）

⚫ 各団体が抱える問題を、本プロジェクト／織田コレクションなどの町の資源を活用してど
のように解決できるかを検討する

① 本プロジェクトを通じて各団体の問題を解決するための導入機能の検討
② 織田コレクションなどの文化財や町の資源の活用を通じた問題解決の検討

事務連絡
（10分）

⚫ 本日の総括や次回日程の想定等を連絡

本日のタイムスケジュール（予定）

ワーク１
（60分）

⚫ 前回ワークの内容について、各自の追加検討結果をグループ内で共有

⚫ 全体に向けての発表
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4. ワーク１：問題・課題・あるべき姿についての発表

テーマ：「自分たちの課題（自分たちが主導して解決すべきこと）」

①発表準備 30分 ※次ページ以降を参照
・前回ワーク、その後の検討内容の結果を、発表用シートに転記します。複数の団体で構成されるグループは、個々の団体ごと

にシートを作成（同一シートで追記するのも可。その場合は区別できるようにすること）。
・整理のポイントとして、取り組む課題について優先順位をつけ、その課題に取り組むことで複数の問題が解決するなど、主要

なものをあげるようにしてください。
・これまで検討をいただいた成果物については、事務局で集約し、問題、課題を集約するようにします。

② 発表 30分（各グループ5分 時間厳守）
・作成したシートを使用し、各グループの問題〜課題〜理想的な姿について発表をします。
・発表は、模造紙を壁に貼り、その前に参加者全員が集まるスタイルとします。
・質問については、時間に余裕がある場合は受けることとします。

発表例）
商工会の抱える主な問題は、〜〜〜〜〜〜〜〜〜です。
この問題を解決し、理想的な姿である〜〜〜〜〜〜〜にするために、
◯個の課題に取り組む必要があると考えます。
一つ目は、〜〜〜〜〜 二つ目は〜〜〜〜〜 です。
同じグループの農協は、〜〜〜〜〜〜 です。

• 各団体等の「問題〜課題（自分たちが主導して解決する事項）〜理想的な状態」について、発表します。

• 前回ワーク、その後の検討内容をグループ内で共有・発表のための準備をします。

• 社会福祉、建設、林業、児童福祉、交通などの団体については、補足的に説明をお願いします。

ワーク1の実施概要
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「自分たちの課題（自分たちが主導して解決すべきこと）」

問題等の追記 課題の追記 理想の追記

①発表準備 30分

• 前回ワーク、その後の検討内容の結果を、マジック等で発表用シートに整理（転記）します。

• 複数の団体で構成されるグループは、個々のグループで作成（同一シートで追記するのも可。その場合はどの部分がどの
団体の問題／課題／理想的な状態に関する記述なのか区別できるようにすること）。

• 整理のポイントして、取り組む課題について優先順位をつけ、その課題に取り組むことで複数の問題が解決するなど、主要
なものをあげるようにしてください。

発表用のシート（A2サイズ）で整理これまでの検討結果
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「自分たちの課題（自分たちが主導して解決すべきこと）」

• 自分たちの団体等が抱えている
問題を記述します。

• 同じ内容は集約します。
• 様々な問題があると思いますが、

喫緊に解決しなければ問題を優
先的にあげてください。

• 問題を解決するためにやるべきこ
とをあげましょう。

• 「個店の魅力が足りない」 から
「個店の魅力を発信する」など、やる
べきことを示します。「どのように発信
するか」は、次のワークで行います。

• 問題点が解決した状況をイメー
ジし記述しましょう。

• 個店の情報が発信されるように
なると、地域にどのようなインパク
トが現れるでしょうか？

• 経済的価値や社会的価値、
様々な側面で考えることが重要
です。

記述例
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5. ワーク２：本プロジェクト／織田コレクションなどの町の資源を活用

テーマ：本プロジェクトによって解決すべき問題、課題（やるべきこと）、導入機能
（手法）、織田コレクションなどの町の資源の活用

①グループワーク 60分 ※次ページ以降参照
・60分間で２つのワークを実施します。ワーク１で整理した内容を踏まえ、本プロジェクトや織田コレクション等の町の資源を活用す

ることで、各団体が抱える問題を解決する課題（本プロジェクトで実施したいこと）、導入機能（具体的なアイデアや手法な
ど）を検討します。
【手順】

1. ワークシートの「①解決すべき問題」の欄に、ワーク１の「問題」を、優先順位が高いものから転記します。ワークシートの欄
は３つですが、対象とする問題が多い場合は、予備のシートを利用して記述ください。

2. 続けて、前述の「問題」に紐づけた「課題」を「②駅跡プロジェクトを活用した問題解決」の欄に転記します。
3.その上で、計画地や倉庫群、周辺地域をイメージしながら、また調査資料を参考としながら、各団体が抱える問題の解決

に向けて「このプロジェクトで何ができるか」を各自、皆さんで考え、ポストイットに記述してみます。
4. 3.においてポストイットに記述した事項をグループ内で共有し、 「②駅跡プロジェクトを活用した問題解決」の欄に転記しま

す。
5. 「①解決すべき問題」の内容、 「②駅跡プロジェクトを活用した問題解決」で記述した内容を導入機能や方法を実施した

結果、皆さんの団体の10年後の活動内容や成果を皆さんで予測し、「③ 解決された状態（理想的な状態）」に記述し
てください。

6. 終了時に事務局に提出してください。全体発表は実施しません。
※「織田コレクション等の町の資源の活用」についても同様の手順で進めてください。
（町の資源については、他の公共施設、写真、絵画等の文化資源、学校などの教育資源、商店街などの商業資源、家具産業などの工業資源、

観光資源、福祉、交通、自然など、東川の独自性や魅力を高めるモノやソフト、ネットワークなど、幅広いイメージをしております。）

• 皆さんの団体が抱える問題に対して、本プロジェクト／織田コレクションなどの町の資源を活用してどのように解決で
きるかを検討する。

ワーク２の実施概要
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ワーク２のシートワーク１のシートをベースに進める

テーマ：本プロジェクトによって解決すべき問題、課題（やるべきこと）、導入機能（手法）、
織田コレクションなどの町の資源の活用

1. ワークシートの「①解決すべき問題」の欄に、ワーク１の「問題」を優先順位の高いものから転記します。ワークシートの欄は３つですが、対象とする問題が多
い場合は、予備のシートを利用して記述ください。

2. 続けて、前述の「問題」に紐づけた「課題」を「②駅跡プロジェクトを活用した問題解決」の欄に転記します。

3. その上で、計画地や倉庫群、周辺地域をイメージしながら、また調査資料を参考としながら、各団体が抱える問題の解決に向けて「このプロジェクトで何がで
きるか」を各自、皆さんで考え、ポストイットに記述してみます。

4. 3.においてポストイットに記述した事項をグループ内で共有し、 「②駅跡プロジェクトを活用した問題解決」の欄に転記します。

5. 「①解決すべき問題」の内容、 「②駅跡プロジェクトを活用した問題解決」で記述した内容を導入機能や方法を実施した結果、皆さんの団体の10年後の
活動内容や成果を皆さんで予測し、「③ 解決された状態（理想的な状態）」に記述してください。

※問2「織田コレクション等の町の資源の活用」についても同様の手順で進めてください。

手順１

手順2

手順3.4

手順5

ワーク２の実施手順
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記述例

テーマ：本プロジェクトによって解決すべき問題、課題（やるべきこと）、導入機能（手法）、
織田コレクションなどの町の資源の活用

• プロジェクトにおいて実施することで
問題解決できることを記述する。

• より具体的に記述する。

• 問題点が解決した状況をイメージし、対
象・誰に、どのような成果が上がっている
のかを記述する。
地域 事業者 住民 観光客など

• ワーク１の内容を転記する
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